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第 8-2-6 表 中国の学校系統図 
Table 8-2-6: School system, China 

 

 
出典： 文部科学省（2023.8）「2023年版諸外国の教育統計」 
注 1) 幼稚園（幼児園）又は小学校付設の幼児学級で、通常3〜6歳の幼児を対象として行われる。 

2) 9年制義務教育を定めた義務教育法が1986年に成立（2006年改正）し、施行された。実施に当たっては、各地方の経済的文化的条件
を考慮し地域別の段階的実施という方針がとられている。2010年までに全国の約100％の地域で9年制義務教育が実施されている。 

3) 小学校（小学）は、一般に6年制である。5年制、9年一貫制も少数存在する。義務教育法には入学年齢は6歳と規定されているが、地域
によって7歳までの入学遅延が許されている。 

4) 初級中学（3〜4年）卒業後の後期中等教育機関としては、普通教育を行う高級中学（3年）と職業教育を行う中等専門学校（中等
専業学校、3〜5年）、技術労働者学校（技工学校、一般に3年）、職業中学（2〜3年）などがある。なお、職業中学は、前期中等段
階（3年）と後期中等段階（2〜3年）に分かれており、一方の段階の課程しか持たない学校が存在する。図中では前期中等段階の規
模が非常に小さいため記述していない。 

5) 大学（大学・学院）には、学部レベル（4〜5年）の本科と短期（2〜3年）の専科とがあり、専科には専科学校と職業技術学院が存在
する。大学院レベルには、修士課程（2〜3年）、博士課程（3〜4年）があり、大学院レベルの学生（研究生）を養成する課程・機関
（研究生院）が、大学及び中国科学院、中国社会科学院などの研究所に設けられている。 

6) 上述の全日制教育機関のほかに、労働者や農⺠などの成人を対象とするさまざまな形態の成人教育機関（業余学校、夜間・通信大学、
ラジオ・テレビ大学等）が開設され、識字訓練から大学レベルの専門教育まで幅広い教育・訓練が行われている。 
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第8-2-5表 フランスの学校系統図
Table 8-2-5: School system, France

19

24

17
18

22

13

20

23

21
16
15

18

14

国立高等教職教育学院

各
種
専
門

学
校

グランゼ
コール

技術短期
大学部 中級技術者

養成課程

学年 年齢

見習い技能者養成センター

大学
5)

高
等
教
育

［ 部分は義務教育 2)］
出典： 文部科学省（2023.8）「2023年版諸外国の教育統計」

 注 1) 幼稚園⼜は⼩学校付設の幼児学級・幼児部で⾏われ、2〜5歳児を対象とする。
  2)

  3) ⼩学校で5年間⾏われる。
  4)

  5)

3〜16歳までの13年（義務教育開始年齢は2019年度より6歳から3歳に引き下げ）。義務教育は年齢で規定されている。留年等により、義
務教育終了時点の教育段階は⼀定ではない。2020年度より、16〜18歳は教育・訓練等に従事することが義務付けられている。
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前期中等教育は、コレージュ（4年制）で⾏われる。このコレージュでの4年間の観察・進路指導の結果に基づいて、生徒は後期中等教育の諸
学校・課程に振り分けられる（いわゆる高校入試はない）。後期中等教育は、リセ（3年制）及び職業リセ等で⾏われる。職業リセの修業
年限は2〜4年であったが、2009年度より2〜3年に改められた。
国立大学（学士課程3年、3年制（2020年度まで2年制）の技術短期大学部等を付置）、私立大学（学位授与権がない）、グランゼ
コール（3〜5年制）、リセ付設のグランゼコール準備級及び中級技術者養成課程（いずれも標準2年）等で⾏われる。
これらの高等教育機関に入学するためには、原則として「バカロレア」（中等教育修了と高等教育入学資格を併せて認定する国家資格）を
取得しなければならない。グランゼコールへの入学にあたっては、バカロレアを取得後、通常、グランゼコール準備級を経て各学校の入学者選抜
試験に合格しなければならない（バカロレア取得後に、準備級を経ずに直接入学できる学校も⼀部にある）。教員養成機関として国立高等
教職教育学院がある。
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第8-2-6表 中国の学校系統図
Table 8-2-6: School system, China

［ 部分は義務教育  2)］
出典：文部科学省（2023.8）「2023年版諸外国の教育統計」

注 1) 幼稚園（幼児園）⼜は⼩学校付設の幼児学級で、通常3〜6歳の幼児を対象として⾏われる。
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初級中学（3〜4年）卒業後の後期中等教育機関としては、普通教育を⾏う高級中学（3年）と職業教育を⾏う中等専門学校（中等
専業学校、3〜5年）、技術労働者学校（技工学校、一般に3年）、職業中学（2〜3年）などがある。なお、職業中学は、前期中等段
階（3年）と後期中等段階（2〜3年）に分かれており、一方の段階の課程しか持たない学校が存在する。図中では前期中等段階の規模
が非常に⼩さいため記述していない。
大学（大学・学院）には、学部レベル（4〜5年）の本科と短期（2〜3年）の専科とがあり、専科には専科学校と職業技術学院が存在す
る。大学院レベルには、修士課程（2〜3年）、博士課程（3〜4年）があり、大学院レベルの学生（研究生）を養成する課程・機関（研
究生院）が、大学及び中国科学院、中国社会科学院などの研究所に設けられている。
上述の全日制教育機関のほかに、労働者や農⺠などの成人を対象とするさまざまな形態の成人教育機関（業余学校、夜間・通信大学、ラ
ジオ・テレビ大学等）が開設され、識字訓練から大学レベルの専門教育まで幅広い教育・訓練が⾏われている。
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9年制義務教育を定めた義務教育法が1986年に成立（2006年改正）し、施⾏された。実施に当たっては、各地方の経済的文化的条件を
考慮し地域別の段階的実施という方針がとられている。2010年までに全国の約100％の地域で9年制義務教育が実施されている。
⼩学校（⼩学）は、一般に6年制である。5年制、9年一貫制も少数存在する。義務教育法には入学年齢は6歳と規定されているが、地域
によって7歳までの入学遅延が許されている。
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